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研究成果の概要（和文）：本研究は、「時間の空間化」という概念を手がかりとして、1920年代から30年代にか
けてのアドルノおよびクラカウアーの芸術批評に共通して見られる〈空間と時間の相互陥入〉というモティーフ
を検証するものである。とりわけ彼らのテクストを、寓意・トポロジー・身体的知覚という三つの観点から考察
するとともに、Ｗ・ベンヤミンとの関係や、同時代の言説を哲学的・芸術批評的な視野に納めつつ、ヴァイマル
時代の哲学的・芸術的な布置状況のなかに置き直す。

研究成果の概要（英文）：Using the concept of “Spatialization of Time” as a cue, this study 
examines the motif of “space-time interpenetration” which was commonly seen in the art criticism 
by Adorno and Kracauer from the 1920s to the 30s. In particular, their texts are examined from the 
viewpoints of allegory, topology, and physical perception, while focusing on their relationship with
 W. Benjamin and the philosophical and artistic discourses during the Weimar era.

研究分野： ドイツ思想史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究がフランクフルト学派の初期思想を検証するにあたって注目した〈空間と時間の相互陥入〉というモティ
ーフは、20世紀以降の近代社会における急速なテクノロジー化の流れと深く関連しているが、その傾向は21世紀
になってさらに加速化している。本研究から得られた理論的な観点は、メディア・テクノロジーと知覚の変容と
いうアクチュアルな主題について考察するための新たな視座を開くものである。








